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は
じ
め
に

　

ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
は
京
城
帝
国
大
学
が
所
蔵
し
た
図
書
を
継
承
し
て

い
る
。
京
城
帝
国
大
学
と
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
学
部
開
学
の
、

当
時
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
に
設
立
さ
れ
た
日
本
で
六
番
目
の
帝
国
大
学
で

あ
っ
た
が
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
五
日
太
平
洋
戦
争
終
結
と

と
も
に
消
滅
し
た（

1
）。

今
日
、
京
城
帝
国
大
学
時
代
の
図
書
の
全
容
を
把
握
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

　

今
回
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
調
査
の
機
会
を
得
て
紹
介
す
る
同
校
蔵
、

伝
宗
碩（

2
）

筆
『
連
歌
老
葉　

評
註
』（
以
下
、
ソ
ウ
ル
大
本
、
ま
た
は
ソ
ウ
ル
大

本
『
老
葉
』
と
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
）
は
、
書
誌
的
観
察
か
ら
室
町
時
代
後

期
の
書
写
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
宗
碩
の
没
年
が
一
五
三
三
（
天
文
二
）
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
極
札
に
よ
る
仮
説
で
は
あ
る
が
、
宗
碩
生
存
中

の
一
五
〇
〇
年
代
初
期
の
書
写
で
あ
る
と
想
定
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
と

思
わ
れ
、
欠
失
部
分
が
多
く
、
錯
簡
は
な
は
だ
し
い
零
本
で
あ
る
が
、『
老

葉
』
加
注
本
の
古
写
本
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
学
界
で
も
未
紹
介
な
の
で
、
紹
介
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
『
老
葉
』
と
は
宗
祇（

3
）

自
撰
の
第
二
句
集
で
、
初
編
本
と
再
編
本
に
大
別
さ

れ（
4
）、

そ
の
再
編
本
に
加
注
本
が
存
す
る
。
注
に
は
宗
祇
自
身
に
よ
る
自
注
と

弟
子
宗
長（

5
）

の
注
が
あ
り
、『
老
葉
』
本
文
に
加
注
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
態

は
（
一
）
自
注
の
み
の
も
の
、（
二
）
宗
長
注
の
み
の
も
の
、（
三
）
両
注
を

併
載
す
る
も
の
、
の
三
種
あ
り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
ソ
ウ
ル
大
本
『
老
葉
』

は
、（
二
）
の
一
本
で
あ
る
。『
老
葉
』
加
注
本
の
最
終
形
態
は
、
十
七
世
紀

末
〜
十
八
世
紀
初
頭
に
版
本
と
し
て
流
布
し
た
両
注
併
載
本
『
愚
句
老
葉（

6
）』

で
あ
る
が
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
そ
れ
ら
の
初
期
の
形
態
を
持
つ
十
六
世
紀
初
期

【
調
査
報
告
】

ソ
ウ
ル
大
学
校
蔵　

伝
宗
碩
筆
『
連
歌
老
葉
』

小
林
善
帆
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の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
新
資
料
で
あ
る
ソ
ウ
ル
大
本
の
紹
介
と
そ
の
評
価
へ
の
見
通
し
を

提
示
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
検
討
の
端
緒
を
開
く
。
な
お
資
料
の
表
記
に
つ

い
て
は
、
新
字
体
を
使
用
し
た
。

1　

京
城
帝
国
大
学
に
お
け
る
連
歌
関
連
図
書
所
蔵
の
様
相

　

現
在
、
旧
京
城
帝
国
大
学
蔵
連
歌
関
連
図
書
は
十
四
点
（
表
1
）
見
出
せ

る
。
こ
の
な
か
で
写
本
は
ソ
ウ
ル
大
本
『
老
葉
』（
表
1 

№
1
）
と
、
宗
養

『
永
禄
五
年
八
月
十
一
日　

賦
何
人
連
歌（

7
）』（

同 
№
2
）
が
あ
り
、
両
巻
は
と

も
に
美
麗
・
典
雅
な
も
の
で
、
伝
来
の
確
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
二
点
に
つ
い
て
ソ
ウ
ル
大
学
校
に
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
、
ソ
ウ
ル
大

本
『
老
葉
』
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
二
月
六
日
「
京
城
府
本
町
一

丁
目
四
十
八
番
地　

金
城
堂
書
店　

松
野
勝
」
か
ら
、
十
二
円
五
十
銭
で
購

入
。
一
方
、
宗
養
『
永
禄
五
年
八
月
十
一
日　

賦
何
人
連
歌
』
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
二
十
六
日
「
北
沢
書
店
」（
東
京
）
か
ら
、
こ

の
『
賦
何
人
連
歌
』
を
含
む
巻
子
本
十
点
を
十
円
で
購
入
し
て
い
る
。
こ
の

時
、
資
料
の
題
名
も
表
示
さ
れ
な
い
ま
ま
十
点
が
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ほ
ど
貴
重
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

と
い
う（

8
）。

一
九
二
八
年
は
大
学
学
部
開
設
か
ら
二
年
足
ら
ず
の
時
期
で
あ
り
、

当
時
同
校
で
は
多
量
の
図
書
を
購
入
し
て
い
た
と
い
い
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

№ 編著者名等 書名等 出版年等 発行元（出版社）等

1 伝・宗碩 連歌老葉　評註 写本
2 宗養　（両吟） 永禄 5 年 8 月 11 日　 賦何人連歌 写本
3 紹巴 至宝抄 （№ 4『初心抄』と合綴）
4 紹巴 初心抄 1645（正保 2）年 書林豊興堂
5 池田謙吉編 芭蕉翁親筆　連歌俳諧秘訣　　上・下巻 1894（明治 27）年 金池堂
6 福井久蔵著 和歌連歌叢考 1930（昭和 5）年 成美堂書店
7 福井久蔵著 連歌の史的研究　　前・後編 1930、31（昭和 5、6）年 成美堂書店

8 古典保存会編 「連歌新式」影印本　附・鹿児島県立図書館蔵連
歌新式解説

1931（昭和 6）年 古典保存会

9 古典保存会編 「知連抄幷梵燈連歌」影印本　附・宮内省図書寮
御蔵知連抄幷梵燈連歌解説

1932（昭和 7）年 古典保存会

10 栗山理一ほか著 国文学試論　　第三輯　（栗山理一「連歌論史攷
―二条良基を中心として」）

1935（昭和 10）年 春陽堂

11 山田孝雄ほか編 連歌法式綱要 1936（昭和 11）年 岩波書店
12 山田孝雄著 連歌概説 1937（昭和 12）年 岩波書店
13 山田孝雄編 連歌青葉集 1941（昭和 16）年 畝傍書房
14 福井久蔵著 和歌連歌俳諧の研究 1943（昭和 18）年 山一書房

表 1　ソウル大学校蔵「京城帝国大学」連歌関連図書一覧
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一
九
四
二
〜
一
九
四
五
、
国
文
学
）
の
諸
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
職
し
て
い
た（

13
）。

　

右
の
二
点
の
ほ
か
江
戸
前
期
の
版
本
で
あ
る
『
至
宝
抄
』（
№
3
）・『
初

心
抄
』（
№
4
）、
連
歌
研
究
者
福
井
久
蔵
の
著
作
（
№
6
・
7
・
14
）
ほ
か
、

『
連
歌
新
式
』（
№
8
）、
山
田
孝
雄
ほ
か
の
著
作
『
連
歌
法
式
綱
要
』（
№
11
）、

『
連
歌
概
説
』（
№
12
）、『
連
歌
青
葉
集
』（
№
13
）
の
所
蔵
な
ど
か
ら
は
、
連

歌
研
究
の
み
な
ら
ず
連
歌
実
作
へ
の
関
心
も
窺
え
よ
う（

14
）。

も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　

京
城
帝
国
大
学
は
法
文
学
部
、
医
学
部
の
二
学
部
を
も
っ
て
学
部
開
学
し

て
お
り
、
連
歌
関
連
図
書
は
こ
の
法
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
講
座
に
属
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
講
座
教
員
は
着
任
順
に
高
木
市
之
助（

9
）（

在

職
年
一
九
二
六
〜
一
九
三
九
、
国
文
学
）、
時
枝
誠
記（

10
）（

同
一
九
二
七
〜
一
九
四
三
、

国
語
学
）、
麻
生
磯
次（

11
）（

同
一
九
二
八
〜
一
九
四
二
、
国
文
学
）、
斎
藤
清
衛（

12
）（

同

写真 1　表紙と端裏

写真 2　「京城帝国大学図書章」朱印

写真 3　序文
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・
表
紙　

花
文
織
出
金
地
布
表
紙

　

・�

見
返　

金
銀
箔
散
し
。
中
央
に
「
京
城
帝
／
国
大
学
／
図
書
章
」
の
朱

方
印
あ
り

　

・
題
簽
「
連
歌
老
葉　

評
註
」（「
葉
」
は
異
体
字
、
写
真
1
参
照
）

　

・�

題
簽
の
下
に
京
城
帝
国
大
学
図
書
館
の
図
書
ラ
ベ
ル
「
巻
軸
／
3136
／

7
」
あ
り

　

・
端
裏
「
連
歌
師
宗
碩
己
未
八
」

　

・
巻
末
貼
紙　

古
筆
琴
山
の
極
札　

縦
一
三
セ
ン
チ
、
横
一
・
九
セ
ン
チ

　
　
（
表
）「
連
歌
軸　

宗
碩　
連
歌
老
葉
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祇
庵
主
古
人　
　

一
巻　
（
琴
山
・
黒
方
印
）」

　
　
（
裏
）「
半
本
継
合
巻
物 

己
未
八
（
栄
・
黒
小
判
形
印
）」

　

・
折
り
皺
あ
り
。
傷
み
は
第
一
紙
の
上
下
に
若
干
の
破
れ
あ
り
。
虫
損
な
し

　

・
鉛
筆
書
き
入
れ
五
カ
所

ⅱ
端
裏
・
極
札

　

ま
ず
端
裏
の
「
連
歌
師
宗
碩
己
未
八
」
と
は
、
い
つ
、
何
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。「
己
未
八
」
に
当
た
る
年
月
と
し
て
、『
老
葉
』

成
立
（
一
四
八
〇
年
代
）
以
後
は
一
四
九
九
（
明
応
八
）
年
八
月
が
あ
る
が
、

本
テ
ク
ス
ト
の
序
文
成
立
が
一
五
二
〇
（
永
正
十
七
）
年（

15
）

で
あ
る
た
め
そ
れ

以
後
と
な
る
。
し
か
し
次
の
一
五
五
九
（
永
禄
二
）
年
八
月
と
す
れ
ば
、
宗

碩
（
一
四
七
四
〜
一
五
三
三
）
は
他
界
し
て
い
る
。
一
方
、
題
簽
の
文
字

2　

書
誌

ⅰ
体
裁
・
寸
法

　

・�

十
六
世
紀
初
期
（
室
町
時
代
後
期
）
写
本
、
伝
宗
碩
筆
、
巻
子
本
一
巻
。

軸
存
、
紐
末
端
の
み
存
、
箱
な
し

　

・
紙
高
二
一
・
五
セ
ン
チ
、
軸
共
二
二
・
二
セ
ン
チ

　

・�

全
長
（
表
紙
・
軸
を
含
む
）
五
〇
三
セ
ン
チ
、
表
紙
一
紙
、
紙
数
墨
付

二
二
紙
、
補
紙
一
紙
、
一
紙
長
一
四
・
五
セ
ン
チ
（
第
二
紙
）

写真 4　巻末貼紙　古筆琴山の極札
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ぎ
が
不
用
意
に
行
わ
れ
た
と
見
え
て
、
順
序
が
錯
雑
し
て
い
る
零
本
で
あ
る
。

　

四
季
・
発
句
の
部
立
て
を
考
慮
し
た
感
も
あ
る
が
、「
春
」
以
外
は
明
確

で
は
な
い
。
ま
た
「
夏
」
と
「
雑
下
」
の
句
は
見
当
た
ら
な
い
（
表
2
）。

　

以
下
、
ま
ず
紹
介
方
法
と
し
て
翻
刻
と
と
も
に
『
愚
句
老
葉（

17
）』

の
句
順
に

よ
る
復
元
作
業
を
行
い
、
欠
損
部
分
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。『
愚
句

老
葉
』
は
江
戸
時
代
に
版
行
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
た
た
め
、『
老
葉
』
の
加

注
本
と
し
て
参
照
し
や
す
い
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
句
番
号
を
基
準
と
し
て

使
用
す
る
。

　

さ
ら
に
『
愚
句
老
葉
』
及
び
、
宗
長
序
文
・
宗
長
注
の
み
を
持
つ
同
種
本

と
し
て
、
完
本
で
あ
る
蓬
左
文
庫
本（

18
）と

比
較
し
て
差
異
を
検
討
し
、
ソ
ウ
ル

大
本
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の
か
を
考
察
す
る
。

「
葉
」
の
特
徴
や
「
評
註
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
か
ら
、
軸
に
仕
立
て
た
の

は
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
五
二
〇
年
以
降

一
五
三
三
年
ま
で
に
写
さ
れ
た
も
の
を
、
江
戸
時
代
の
「
己
未
八
」
に
軸
に

仕
立
て
た
も
の
と
考
え
る
。

　

次
に
極
札
（
鑑
定
証
）
を
見
る
と
、「
琴
山
」
並
び
に
「
栄
」
の
極
印
（
鑑

定
証
印
）
を
使
用
し
た
「
己
未
八
」
の
古
筆
見
（
古
筆
鑑
定
家
）
は
古
筆
本

家
三
代
了
佑
で
あ
り
、「
己
未
八
」
は
一
六
七
九
（
延
宝
七
）
年
八
月
を
さ

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
跡
か
ら
も
三
代
了
佑
と
思
わ
れ
る（

16
）。

　

ま
た
「
連
歌
老
葉
之
内　

祇
庵
主
古
人　

一
巻
」「
半
本
継
合
巻
物
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
六
七
九
年
八
月
に
は
現
在
の
、「
祇
庵
主
古
人
」
か
ら

始
ま
る
零
本
継
ぎ
合
わ
せ
の
巻
子
本
一
巻
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
連
歌
師
宗

碩
の
筆
跡
で
あ
る
と
、
当
時
最
も
権
威
あ
る
古
筆
見
が
認
め
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ⅲ
形
態

　

同
本
は
、
当
初
糊
離
れ
に
よ
っ
て
順
不
同
の
断
片
に
な
っ
て

い
た
も
の
を
、
ど
の
段
階
、
ど
の
時
期
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
繋
ぎ
合
せ
て
巻
子
本
一
巻
に
仕
立
て
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
現
存
し
て
い
る
句
数
が
一
六
〇
句
と
、
本
来

二
〇
〇
五
句
あ
る
両
注
併
載
本
『
愚
句
老
葉
』（
以
下
、『
愚
句

老
葉
』
と
記
す
）
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
ず
、
さ
ら
に
紙
継

紙番号 ソウル大本順 部立 紙長（cm）
1 表紙 19
2 序文 14.5
3 序文（続き） 11.5
4 191 注～ 198 春 14.5
5 199 ～ 203 春 14
6 85 注～ 99 春 29.9

7 133 注～ 140 春 29.741 注～ 45 注 春

8 145 注～ 149 注 春 29.431 注～ 38 春

9 155 注～ 161 注 春 3122 ～ 29 春
10 1900 注～ 1905 発句 15
11 1393 注～ 1397 注 雑上 14.7

12 572 ～ 576 秋 30.4526 ～ 534 秋
13 1947 注～ 1951 発句 14
14 495 注～ 503 注 秋 14
15 915 ～ 923 恋上 14.7
16 1421 ～ 1427 雑上 14
17 1057 ～ 1073 注 恋上 31.3
18 602 ～ 608 冬 12

19 706 ～ 709 注 冬 29.8903 注～ 914 恋上
20 1976 ～ 1981 発句 15.2

21 797 ～ 804 旅 30.7825 注～ 831 旅

22 1179 注～ 1188 恋下 30.2951 ～ 956 恋上

23 1131 ～ 1138 恋下 30.91006 ～ 1011 恋上
24 補紙　極札貼付 9

表 2　ソウル大本『老葉』データ一覧
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人
の
心
を
や
ぶ
ら
じ
と
、
と
ゞ
め
つ
れ
ど
心
詞
、
あ
る
は
た
く
み

　

に
し
、
あ
る
は
艶
に
し
て
さ
ら
に
を
し
て
は
か
る
べ
き
事

　

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
う
ち
を
き
つ
ゝ
、
こ
の
夏
ま
か
り
の
ぼ
り

　

侍
る
ほ
ど
に
、
か
の
国
、
信
濃
、
尾
張
の
国
よ
り
打
い
り

　

て
八
は
し
の
わ
た
り
、
あ
し
が
る
と
い
ふ
も
の
、
み
だ
り
が
は
し

　

く
て
里
の
か
よ
ひ
も
や
す
か
ら
ぬ
に
、
近
守
自
身
を
く
り

　

む
か
へ
難
謝
に
や
、
こ
の
懇
望
さ
り
所
な
く
て
又
硯
に

　

む
か
へ
ど
、
句
ご
と
に
心
の
底
い
ひ
し
ら
ず
。
た
ゞ
よ
り
あ
ひ

　

の
お
ぼ
ゆ
る
ば
か
り
を
所
々
か
た
は
し
か
き
く
は
ふ
る
に

　

な
む
。
よ
そ
の
き
ゝ
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
古
人
の
心
を

　

そ
ろ
し
〳
〵
。

（
欠
損
）

1
（
表
3
ブ
ロ
ッ
ク
番
号
、
以
下
同
様
）

（
22
） 　

を
と
す
る
水
は
こ
ほ
り
と
け
け
り

（
23
）
雪
う
づ
む
み
谷
の
を
河
春
さ
え
て

　
　

 　
　
　
　

�

氷
の
と
く
る
と
い
ふ
に
、
深
山
の
余
寒
め
づ
ら
し
き
付
様

な
る
べ
し
。
常
に
は
春
か
ぜ
の
あ
た
ゝ
か
な
る
事
を
こ
そ

付
侍
れ
。

（
26
）　 
日
か
げ
し
づ
か
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く

（
27
）
や
ま
ざ
と
の
か
す
む
あ
さ
戸
に
ゆ
き
き
え
て

3　

翻
刻
と
復
元

　

翻
刻
凡
例

　

1　
「
ハ
」
は
「
は
」
に
な
お
し
た
。

　

2　

適
宜
、
句
読
点
、
濁
点
を
つ
け
た
。

　

3　

漢
字
は
新
字
体
を
使
用
し
た
。

　

4　

句
の
番
号
は
『
愚
句
老
葉
』（『
連
歌
古
注
釈
集
』）
に
よ
る
。

　

5　

�

番
号
を
四
角
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
そ
の
番
号
の
句
の
注
で
あ
る
。

ま
た
、
注
が
和
歌
の
引
用
の
み
の
場
合
も
あ
る
。
注
は
四
字
下

げ
て
記
し
、
和
歌
は
注
よ
り
も
一
字
あ
げ
て
記
し
た
。

　

6　

�

発
句
に
対
し
、
詞
書
は
二
字
下
げ
て
記
し
た
。

連
歌
老
葉	

評
註

（
端
裏
）	

連
歌
師
宗
碩
己
未
八

（
序
文
）

　

祇
庵
主
古
人
、
も
し
ほ
草
か
き
あ
つ
め
た
る
、
連
歌

　

老
葉
と
い
ふ
あ
り
。
三
河
国
水
野
藤
九
郎
近
守
、
こ

　

の
心
み
を
磯
の
あ
ら
〳
〵
し
る
し
侍
て
と
て
、
五
と
せ

　

六
と
せ
の
さ
き
よ
り
、
料
帋
を
ゝ
く
り
も
て
き
た
り
ぬ
。
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う
ち
み
る
ま
ゝ
に
や
。

（
28
）　 

め
づ
ら
し
と
み
る
い
ま
の
一
筆

（
29
）
昨
日
ま
で
雪
を
ゑ
じ
ま
の
あ
さ
が
す
み

　
　
（
欠
損
）

2

 

�	
�

彩サ
イ

め
を
つ
け
み
る
べ
き
に
や
。
詞
の
あ
た
ら

し
き
と
は
、
ふ
る
き
歌
を
か
く
い
ひ
か
へ
た

る
な
ら
ん
か
し
。

（
32
）　 

草
は
は
る
な
る
す
み
よ
し
の
岸

（
33
）
霞
た
つ
遠
さ
と
を
の
ゝ
ゆ
き
き
え
て

	
�

す
み
よ
し
の
岸
、
遠
さ
と
を
の
ゝ
眺
望
な
る

べ
し
。

（
34
）　 

の
こ
り
て
ぞ
あ
は
れ
は
ま
さ
る
春
の
花

（
35
）
梅
か
ほ
る
夜
の
あ
り
明
の
月

　
　

 　
　
　
　

の
こ
る
は
月
な
る
べ
し
。

（
38
）　 

よ
こ
雲
の
空
明
や
ら
で
か
す
む
よ
に

　
　
（
欠
損
）

3

 

�	

ほ
の
か
な
る
香
に
や
。

ブロック番号 『愚句老葉』順 部立 句数 ソウル大本欠落句数
序文

1 22 ～ 29 春 6 2 句欠
2 31 注～ 38 春 5 2 句欠
3 41 注～ 45 注 春 4 欠落なし
4 85 注～ 99 春 10 3 句欠
5 133 注～ 140 春 3 4 句欠
6 145 注～ 149 注 春 4 欠落なし
7 155 注～ 161 注 春 4 欠落なし
8 191 注～ 198 ＊ 春 5 2 句欠
9 ＊ 199 ～ 203 春 5（春合計 46） 欠落なし
10 495 注～ 503 注 秋 6 2 句欠
11 526 ～ 534 秋 9 欠落なし
12 572 ～ 576 秋 5（秋合計 20） 欠落なし
13 602 ～ 608 冬 5 2 句欠
14 706 ～ 709 注 冬 4（冬合計 9） 欠落なし
15 797 ～ 804 旅 8 欠落なし
16 825 注～ 831 旅 6（旅合計 14） 欠落なし
17 903 注～ 914 ＊ 恋上 7 4 句欠
18 ＊ 915 ～ 923 恋上 7 2 句欠
19 951 ～ 956 恋上 6 欠落なし
20 1006 ～ 1011 恋上 6 欠落なし
21 1057 ～ 1073 注 恋上 11（恋上合計 37）6 句欠 +2 句入れ違い
22 1131 ～ 1138 恋下 6 2 句欠
23 1179 注～ 1188 恋下 5（恋下合計 11） 4 句欠
24 1393 注～ 1397 注 雑上 4 欠落なし
25 1421 ～ 1427 雑上 7（雑上合計 11） 欠落なし
26 1900 注～ 1905 発句 4 1 句欠
27 1947 注～ 1951 発句 3 1 句欠
28 1976 ～ 1981 発句 5（発句合計 12） 1 句欠

合計　160 句
＊印 198-199、914-915 は続いている。

表 3　ソウル大本『老葉』データ並べ替え一覧
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（
89
）
と
し
〳
〵
の
花
に
岩
ふ
む
よ
し
野
や
ま

　

	

花
み
に
の
み
年
々
行
て
、隠
遁
の
心
の
な
き
を
な
げ
く
に
や
。

　

	�


世
に
す
め
ば
う
さ
こ
そ
ま
さ
れ
み
よ
し
の
の
岩
の
か
け
道
ふ

み
な
ら
し
て
ん

（
90
）　 

又
け
ふ
行
も
し
ら
ぬ
や
ま
〳
〵

（
91
）
花
見
に
と
い
く
し
ら
雲
に
ま
よ
ふ
ら
ん

　

	�


岩
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
を
分
捨
て
は
な
も
い
く
へ
の
あ
と
の

白
雲

（
92
）	

む
か
し
を
ば
人
の
か
た
る
も
は
る
け
き
に

（
93
）
は
な
こ
そ
の
こ
せ
志
賀
の
ふ
る
さ
と

　

	

花
こ
そ
の
こ
せ
な
ど
、
あ
た
ら
し
き
作
意
に
や
。

　

	�


あ
す
よ
り
は
志
が
の
花
ぞ
の
稀
に
だ
に
た
れ
か
は
と
は
む
春

の
古
郷

　

	�


さ
ざ
波
や
志
が
の
花
ぞ
の
み
る
た
び
に
む
か
し
の
人
の
こ
こ

ろ
を
ぞ
し
る

（
98
）	

春
こ
そ
人
は
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
れ

（
99
）
う
か
る
な
よ
見
ざ
り
し
は
な
は
い
つ
さ
か
む

　
	�



春
の
よ
の
や
み
は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね
か
や
は

か
く
る
ゝ

（
42
）	
こ
こ
ろ
や
は
な
の
か
げ
に
あ
る
ら
ん

（
43
）
う
へ
を
き
し
人
は
む
か
し
の
や
ど
の
梅

　

	

梅
が
か
も
身
に
し
む
比
は
昔
に
て
人
こ
そ
な
け
れ
春
の
よ
の
月

　

	�


梅
が
ゝ
に
む
か
し
を
と
へ
ば
春
の
月
こ
た
へ
ぬ
影
ぞ
袖
に
う

つ
れ
る

　

	

植
を
き
し
人
の
執
心
な
る
べ
し
。

（
44
）	

梅
う
ち
か
ほ
り
ゆ
き
と
く
る
こ
ろ

（
45
）
山
も
と
の
川
ぞ
ひ
柳
か
ぜ
ふ
き
て

　

	

河
べ
の
梅
柳
な
る
べ
し
。

（
欠
損
）

4

 

�  　
　
　

�

山
守
は
い
は
ゞ
い
は
な
む
高
砂
の
お
の
へ
の
桜
お
り
て
か

ざ
ゝ
ん

（
86
）	

雲
を
わ
け
行
志
が
の
山
ご
え

（
87
）
よ
し
の
な
る
み
ね
の
は
な
ぞ
の
い
か
ば
か
り

　

	�


吉
野
に
も
は
な
ぞ
の
あ
り
。
志
賀
よ
り
吉
野
の
花
を
思
や

る
な
る
べ
し
。

（
88
）	

い
つ
か
み
そ
め
む
み
ね
の
木
の
本
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き
な
の
み
や

（
欠
損
）

7

 

155	

水
無
瀬
に
尾
上
の
宮
あ
り
。

（
156
）	

柴
の
戸
を
さ
び
し
と
み
て
や
帰
る
ら
ん

（
157
）
し
ほ
る
ゝ
は
な
の
夕
ぐ
れ
の
宮

　

	�


し
ほ
る
ゝ
花
の
夕
こ
そ
見
所
は
あ
る
物
を
と
、
帰
人
を
思

ふ
に
や
。

（
160
）	

い
つ
は
り
な
き
や
い
ろ
に
出
ら
ん

（
161
）
ち
り
そ
め
し
そ
の
世
を
は
な
の
う
ら
み
に
て

　

	�


偽
の
あ
る
世
に
、
花
は
ち
り
そ
め
し
時
を
た
が
へ
ぬ
を
う

ら
む
る
な
る
べ
し
。
色
と
い
ふ
よ
り
花
を
い
ひ
出
た
る
な

る
べ
し
。

（
欠
損
）

8

 

191	

を
み
て
い
づ
る
に
や
。

（
192
）	
い
ろ
〳
〵
わ
た
る
よ
の
中
ぞ
う
き

（
193
）
さ
く
ら
ば
な
か
ぜ
を
い
と
へ
ば
雨
ふ
り
て

　

	�


世
中
の
様
な
る
べ
し
。
色
々
と
あ
る
に
花
を
い
ひ
出
し
た

（
欠
損
）

5

 

133 	�


も
末
ま
で
は
た
れ
の
侍
ら
ん
。
た
ゞ
昨
日
の
は
な
の
一
さ

か
り
ぞ
と
世
中
を
観
じ
た
る
に
や
。
返
々
し
ら
ず
〳
〵゙
。

（
138
）	

な
ぐ
さ
め
が
た
き
こ
の
世
な
り
け
り

（
139
）
ふ
る
郷
は
老
木
の
は
な
に
ま
つ
の
か
ぜ

　

	�


こ
れ
は
一
と
せ
連
歌
合
の
前
句
の
い
か
様
に
も
沈
思
と

お（
マ
マ
）ほ

大
か
た
は
見
え
侍
れ
ど
筆
に
は
尽
し
が
た
し
。
只
み

る
人
の
心
の
浅
深
に
よ
る
べ
し
。

（
140
）	

ち
ぎ
り
の
す
ゑ
を
た
の
む
は
か
な
さ

（
欠
損
）

6

 

145	

故
郷
の
花
み
る
袖
の
露
け
ゞ
に
見
え
侍
る
様
に
や
。

（
146
）	

こ
こ
ろ
ぼ
そ
き
も
た
れ
か
し
ら
ま
し

（
147
）
人
な
み
に
は
な
み
て
か
へ
る
草
の
い
ほ

　

	�


は
な
を
み
る
人
、
さ
ま
〴
〵
心
〴
〵
な
る
べ
し
。
花
を
の

み
見
る
人
と
有
心
と
の
さ
ま
に
や
。

（
148
）	

す
て
た
る
世
を
ば
わ
す
れ
は
て
ゝ
き

（
149
）
花
鳥
を
み
山
の
い
ほ
に
又
な
れ
て

　

	�


柴
の
戸
に
匂
は
む
花
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
詠
て
け
り
な
あ
ぢ
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（
欠
損
）

10

 

495	�


花
ぞ
の
ゝ
こ
て
ふ
を
さ
へ
や
下
く
さ
に
秋
ま
つ
む
し
は
う
と

く
み
る
ら
ん

（
496
）	

す
ゝ
き
ち
る
夜
の
風
の
はさ

び
しげ

し
さ

（
497
）
き
り
〴
〵
す
か
た
ぶ
く
月
に
こ
ゑ
深
て

（
498
）	

は
つ
霜
ま
よ
ひ
か
り
の
な
く
声

（
499
）
こ
ろ
も
う
つ
す
そ
の
ゝ
こ
ず
ゑ
色
付
て

　

	�


此
二
句
、
又
、
明
也
。
薄
ち
る
よ
の
さ
ま
、
か
り
の
く
る

時
の
景
気
に
心
を
付
て
み
侍
る
べ
き
に
や
。

（
502
）	

う
つ
ろ
ふ
山
ぞ
そ
で
の
い
ろ
な
る

（
503
）
白
妙
の
こ
ろ
も
う
つ
夜
に
月
深
て

　

	

白
妙
の
衣
、
月
の
ひ
か
り
う
つ
ろ
ふ
山
を
袖

（
欠
損
）

11（
526
）	

ま
は
ぎ
さ
く
野
に
人
ぞ
や
す
ら
ふ

（
527
）
夕
ま
ぐ
れ
鹿
な
く
や
ま
の
月
ま
ち
て

（
528
）	
霧
か
ゝ
る
み
な
と
の
山
や
時
雨
ら
ん

（
529
）
ゐ
な
野
を
ゆ
け
ば
を
じ
か
な
く
こ
ゑ

（
530
）	

や
ま
は
い
づ
く
ぞ
秋
き
り
の
う
ち

る
べ
し
。

（
196
）	
は
か
な
の
春
や
な
に
に
た
と
へ
ん

（
197
）
あ
さ
露
の
き
え
ぬ
か
ぜ
に
も
は
な
ち
り
て

　

	�


詞
の
つ
づ
き
作
意
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
こ
れ
も
連
歌
合
の

句
な
り
。

（
198
）	

い
と
ふ
と
て
今
は
う
ら
み
む
か
た
も
な
し

9（
199
）
こ
こ
ろ
と
も
ち
る
は
な
の
や
ま
か
ぜ

　

	

見
え
侍
る
ば
か
り
也
。
心
と
も
ち
る
な
ど
珍
重
々
々
。

　

	

風
な
ら
で
心
と
を
ち
れ
桜
ば
な
う
き
ふ
し
に
だ
に
思
ひ
を
く
べ
し

（
200
）	

春
を
ば
人
の
お
し
ま
ぬ
も
な
し

（
201
）
花
ぞ
う
き
な
に
の
心
に
ち
り
ぬ
ら
ん

　

	

花
を
い
さ
〳
〵
か
こ
つ
心
に
や
。

　

	

山
陰
に
す
ま
ぬ
心
は
い
か
な
れ
や
お
し
ま
れ
て
入
月
も
あ
る
世
に

　

	

此
歌
の
お
も
影
も
あ
る
べ
し
。

（
202
）	

ふ
き
も
な
ど
と
を
ら
で
風
の
よ
は
る
ら
ん

（
203
）
こ
こ
ろ
と
ち
ら
ば
は
な
ぞ
な
を
う
き
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（
欠
損
）

13
　

	

冬
連
歌

（
602
）	

さ
び
わ
た
り
け
り
神
か
き
の
い
ろ

（
603
）
や
ま
か
ぜ
に
み
む
ろ
の
こ
ず
ゑ
冬
立
て

　

	�


神
か
き
の
み
む
ろ
の
山
に
霜
ふ
れ
ば
ゆ
ふ
し
で
か
け
ぬ
榊
葉

ぞ
な
き

　

	�


さ
び
わ
た
り
た
る
神
が
き
の
色
と
あ
る
前
句
、
能
々
吟
味

す
べ
し
。

（
606
）	

こ
え
行
山
の
あ
と
を
こ
そ
み
れ

（
607
）
く
れ
わ
た
る
ふ
も
と
の
月
の
ひ
と
し
ぐ
れ

（
608
）	

雲
な
き
月
の
あ
か
つ
き
の
空

（
欠
損
）

14（
706
）	

冬
ご
も
る
と
し
の
暮
こ
そ
か
な
し
け
れ

（
707
）
雪
に
友
な
き
老
が
身
の
や
ど

　

	

み
え
侍
る
ま
で
な
る
べ
し
。

（
708
）	
車
も
三
の
子
を
お
も
ふ
み
ち

（
709
）
行
名
残
お
ほ
井
の
や
ど
の
雪
の
日
に

　

	�


前
句
大
事
也
。
松
風
の
巻
や
ら
ん
、
明
石
の
姫
君
三
歳
に

（
531
）
男
鹿
鳴
草
の
庵
の
窓
の
前

　

	

山
は
い
づ
く
ぞ
、
眼
前
に
て
霧
の
う
ち
う
た
が
ふ
に
や
。

（
532
）	

身
に
そ
は
ぬ
心
は
人
に
あ
く
が
れ
て

（
533
）
ふ
ゑ
を
つ
ま
な
る
鹿
の
あ
は
れ
さ

（
534
）	

も
と
の
な
み
だ
に
か
へ
る
お
く
や
ま

（
欠
損
）

12（
572
）	

か
げ
も
は
つ
か
の
月
の
あ
は
れ
さ

（
573
）
秋
は
は
や
ゐ
な
の
あ
を
山
う
つ
ろ
ひ
て

　

	�


は
つ
か
の
月
を
名
所
の
は
つ
か
の
山
の
月
に
い
ひ
な
せ
り
。

ゐ
な
の
青
山
、
お
な
じ
所
の
名
所
な
る
べ
し
。

　

	�


秋
は
つ
る
は
つ
か
の
山
の
さ
び
し
き
に
有
明
の
月
を
誰
と
み

る
ら
ん

（
574
）	

人
に
さ
て
い
か
ゞ
か
た
ら
ん
お
き
つ
な
み

（
575
）
龍
田
の
山
の
あ
き
の
い
ろ
〳
〵

　

	

心
は
明
也
。

（
576
）	

わ
れ
か
ら
ぞ
た
ゞ
お
も
ひ
こ
が
る
ゝ
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（
827
）
夜
は
の
や
ど
に
は
と
り
な
け
ば
犬
ほ
え
て

　

	

み
え
た
る
ま
で
な
る
べ
し
。

（
828
）	

と
も
す
れ
ば
な
み
だ
な
ら
で
は
身
に
そ
は
ず

（
829
）
山
ぢ
の
し
ぐ
れ
野
ぢ
の
夕
露

　

	

神
無
月
時
雨
ば
か
り
を
身
に
そ
へ
て
ふ
か
き
山
ぢ
に
お
も
ひ
入
哉

（
830
）	

ほ
ど
ち
か
く
袖
ふ
る
山
を
か
へ
り
み
て

（
831
）
わ
れ
ま
ち
つ
れ
よ
み
ね
の
し
ら
雲

（
欠
損
）

17

 

903	�


毎
句
有
心
、
艶
な
る
も
の
な
る
べ
し
。
よ
く
〳
〵
心
を
付

ら
る
べ
し
。

（
904
）	

し
ら
ぬ
も
つ
ら
し
し
ら
る
ゝ
も
う
し

（
905
）
き
け
か
し
な
世
に
こ
そ
忍
ぶ
お
も
ひ
な
れ

　

	

お
も
ふ
人
は
し
ら
で
、
世
に
は
し
ら
る
ゝ
う
ら
み
に
や
。

（
906
）	

こ
ゝ
ろ
と
も
な
き
あ
き
か
ぜ
の
こ
ろ

（
907
）
ゆ
ふ
ぐ
れ
や
し
ら
ず
涙
の
ぬ
し
な
ら
む

（
908
）	

た
が
袖
と
し
ら
で
も
露
や
こ
ぼ
る
ら
ん

（
909
）
身
の
う
き
ま
ゝ
に
か
こ
つ
夕
ぐ
れ

（
914
）	
を
ぎ
ふ
く
か
ぜ
に
た
れ
を
ま
ち
み
ん

て
大
井
の
宿
よ
り
御
車
に
て
、
紫
上
の
養
君
に
い
ざ
な
は

れ
給
ひ
け
ん
雪
の
日
の
事
に
や
。
行
名
残
は
明
石
の
上
の

心
な
る
べ
し
。
三
の
子
を
お
も
ふ
は

（
欠
損
）

15（
797
）
か
り
ね
の
山
の
あ
か
つ
き
の
雲

（
798
）	

こ
な
た
か
な
た
の
山
水
の
声

（
799
）
旅
ね
す
る
た
か
ね
に
秋
の
夜
は
ふ
け
て

（
800
）	

草
も
む
す
ば
ぬ
み
ち
い
か
ゞ
せ
む

（
801
）
み
ね
た
か
み
雲
を
一
よ
の
ま
く
ら
に
て

　

	�


此
五
句
又
み
え
た
る
ば
か
り
に
や
。
感
情
あ
ま
り
あ
り
吟

味
す
べ
し
。

（
802
）	

心
ぼ
そ
さ
の
ま
さ
る
夕
暮

（
803
）
雲
と
り
を
し
る
人
に
す
る
山
こ
え
て

（
804
）	

身
の
行
す
ゑ
を
お
も
ふ
あ
は
れ
さ

（
欠
損
）

16

 

825	

と
な
き
犬
の
こ
ゑ
を
人
家
の
伝
と
お
も
ふ
心
あ
ら
ん
か
し
。

（
826
）	

た
び
の
門
出
を
い
そ
ぐ
こ
ゑ
〴
〵
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	�


我
心
の
し
う
ね
き
を
み
て
や
、
い
と
ゞ
人
の
つ
れ
な
き
と
、

を
し
は
か
る
心
な
り
。

（
956
）	

も
の
い
ふ
ほ
ど
の
た
よ
り
を
ぞ
き
く

（
欠
損
）

20（
1006
）	

う
き
も
な
ぐ
さ
む
お
り
も
こ
そ
あ
れ

（
1007
）
き
ぬ
〴
〵
に�

う
ら
み
し
鳥
の
跡
を
見
て

　

	�


鳥
の
あ
と
は
後
朝
の
文
に
や
。
別
ぢ
に
は
う
ら
み
し
鳥
の
、

又
筆
の
跡
に
て
は
な
ぐ
さ
む
心
に
や
。
こ
れ
も
今
す
こ
し

い
り
過
た
る
と
も
い
ふ
べ
か
ら
ん
。

（
1008
）	

お
も
ふ
に
似
た
る
ふ
み
な
を
く
り
そ

（
1009
）
い
そ
ぐ
夜
の
あ
し
た
わ
び
し
き
ひ
と
り
ね
に

　

	

後
朝
の
文
は
ま
た
夜
ふ
か
き
な
る
べ
し
。

（
1010
）	

ま
れ
に
あ
ふ
身
の
又
い
か
な
ら
ん

（
1011
）
わ
か
れ
し
は
あ
さ
つ
ま
山
を
名
ご
り
に
て

（
欠
損
）

21（
1057
）
秋
は
ふ
け
人
は
つ
れ
な
き
よ
る
ご
と
に

（
1058
）	

な
が
き
夜
つ
ら
く
ま
ち
ぞ
わ
び
ぬ
る

18（
915
）	
う
き
秋
も
君
こ
そ
し
ら
む
夕
な
れ

（
916
）
お
も
ひ
す
つ
な
と
ま
つ
か
ぜ
ぞ
吹

（
917
）	

た
の
み
こ
し
ゆ
ふ
べ
つ
も
り
て
よ
は
る
身
に

　

	�


此
四
句
、
み
な
恋
を
夕
の
と
が
の
や
う
に
思
ひ
い
ふ
な
る
べ
し
。

（
918
）	

日
ぐ
ら
し
な
け
ば
な
み
だ
お
ち
け
り

（
919
）
こ
め
や
と
は
お
も
ふ
を
い
か
で
た
の
む
ら
ん

　

	�


こ
め
や
と
は
思
物
か
ら
ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
夕
ぐ
れ
は
た
ち
ま

た
れ
つ
ゝ

（
922
）	

ま
よ
ひ
さ
と
り
は
こ
ゝ
ち
に
ぞ
あ
る

（
923
）
夕
暮
の
野
で
ら
の
鐘
に
人
ま
ち
て

（
欠
損
）

19（
951
）
し
の
び
か
よ
ひ
の
夕
や
み
の
そ
ら

（
952
）	

わ
が
こ
ゝ
ろ
人
の
う
き
を
や
わ
す
る
ら
ん

（
953
）
月
を
く
も
れ
と
し
の
び
行
み
ち

　

	�


此
三
句
、
と
り
〴
〵
し
の
び
が
よ
ひ
の
く
る
し
き
さ
ま
心

を
付
み
る
べ
き
に
や
。

（
954
）	

こ
ゝ
ろ
を
み
て
や
い
と
ゞ
つ
れ
な
き

（
955
）
あ
は
ず
と
て
か
よ
ひ
は
や
ま
じ
夜
は
の
空



248

（
欠
損
）

22（
1131
）
た
え
ね
た
ゞ
は
ふ
木
は
よ
そ
の
た
ま
か
づ
ら

　

	�


玉
か
づ
ら
は
ふ
木
あ
ま
た
に
成
ぬ
れ
ば
絶
ぬ
心
の
う
れ
し
げ

も
な
し

（
1132
）	

か
ぜ
の
み
さ
は
ぐ
夕
ぐ
れ
の
あ
き

（
1133
）
た
の
め
し
は
き
り
の
し
た
葉
の
を
と
も
せ
で

　

	�


桐
の
葉
も
ふ
み
分
が
た
く
成
に
け
り
か
な
ら
ず
人
を
待
と
な

け
れ
ど

	

　

葉
の
ひ
ろ
き
物
は
か
ぜ
さ
は
ぐ
な
る
べ
し
。

（
1134
）	

も
の
お
も
へ
と
は
な
ど
ち
ぎ
る
ら
む

（
1135
）
た
の
め
ず
は
侘
つ
ゝ
も
ね
ん
雨
の
夜
に

　

	�


月
夜
に
は
こ
ぬ
人
ま
た
る
か
き
く
ら
し
雨
も
ふ
ら
な
ん
侘
つ

つ
も
ね
ん

（
1138
）	

あ
ふ
夜
は
い
つ
か
と
か
む
し
た
ひ
も

（
欠
損
）

23

 

1179	�


此
二
句
、
我
心
何
も
我
し
わ
ざ
ぞ
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。

あ　
　
い
や
う
き
也

ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

（
1182
）	

あ
ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

（
1059
）
こ
ぬ
人
も
み
る
ら
む
も
の
を
そ
ら
の
月

　

	�


此
三
句
、
又
艶
に
哀
ふ
か
く
、
な
を
ざ
り
に
て
お
も
ひ
え

が
た
き
に
や
。
心
は
明
な
り
。

（
1066
）	

つ
か
の
ま
も
や
す
む
時
な
き
お
も
ひ
に
て

（
1067
）
た
ま
〳
〵
み
れ
ば
ひ
と
ふ
で
の
あ
と

　

	

つ
か
の
ま
を
、
筆
の
つ
か
に
と
り
な
せ
り
。

（
1070
）	

と
は
ず
は
あ
す
も
な
に
か
た
の
ま
む

（
1071
）
一
ふ
で
の
跡
こ
そ
せ
め
て
命
な
れ

　

	�


契
し
く
れ
の
、
人
は
こ
で
文
の
み
あ
れ
ば
、
せ
め
て
こ
の

一
筆
を
命
に
や
と
也
。

（
1068
）	

な
に
を
な
さ
け
と
な
を
し
た
ふ
ら
ん

（
1069
）
て
や
ふ
れ
し
と
ば
か
り
か
へ
す
ふ
み
を
み
て

　

	�


返
し
侍
る
文
を
、
せ
め
て
君
が
て
や
ふ
れ
し
と
ば
か
り
を

情
に
や
、
思
ふ
心
の
は
か
な
さ
な
る
べ
し
。

（
1072
）	

た
ち
行
鳥
の
あ
と
も
の
こ
ら
ず

（
1073
）
し
の
び
つ
る
ふ
み
を
け
ぶ
り
に
な
す
も
う
し

　

	�


前
句
、
た
ち
行
鳥
の
跡
、
い
づ
れ
も
と
り
な
し
に
て
付
ら

る
ゝ
な
る
べ
し
。
た
ち
行
を
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（
欠
損
）

25（
1421
）
さ
ま
〴
〵
の
か
た
ち
を
み
す
る
そ
ら
の
雲

（
1422
）	

た
き
つ
な
み
よ
る
の
岩
ほ
の
床
さ
え
て

（
1423
）
み
や
ま
の
月
に
さ
る
さ
け
ぶ
こ
ゑ

　

	

此
四
句
、
又
別
の
心
も
み
え
侍
ら
ず
。

（
1424
）	

ね
ぐ
ら
を
い
づ
る
と
り
の
こ
ゑ
〴
〵

（
1425
）
む
さ
ゝ
び
の
さ
は
ぐ
深
山
に
日
は
暮
て

　

	

む
さ
ゝ
び
は
鳥
を
と
る
物
な
る
べ
し
。高
円
山
に
も
よ
め
り
。

（
1426
）	

も
と
の
さ
と
り
に
身
こ
そ
と
を
け
れ

（
1427
）
け
だ
物
の
は
し
る
や
ゆ
み
に
を
そ
る
ら
ん

（
欠
損
）

26

 

1900	

し
わ
ざ
如
此
。

（
1901
）
柳
か
げ
ち
ら
で
秋
た
つ
し
水
か
な

　
	

納
涼
な
る
べ
し
。

　

	

伊
勢
国
司
亭
に
て
千
句
侍
し
に
納
涼
の
心
を

（
1902
）
む
す
べ
露
さ
ゝ
わ
け
し
袖
の
朝
す
ゞ
み

　

	�


さ
ゝ
わ
け
し
あ
さ
の
袖
よ
り
も
な
ど
あ
り
。
あ
さ
の
袖
は

朝
の
袖
也
。

（
1183
）
な
を
こ
ひ
し
く
は
身
を
い
か
に
せ
む

（
1184
）	
中
〳
〵
に
た
つ
名
も
今
は
い
と
は
め
や

（
1185
）
い
く
ほ
ど
あ
り
て
こ
ひ
も
う
か
ら
ん

　

	�


此
二
句
、
又
見
え
侍
る
ま
で
に
や
、
下
の
句
は
毎
句
か
や

う
に
や
す
〳
〵
と
心
あ
り
て
案
ず
べ
き
と
ぞ
。

（
1188
）	

い
く
ほ
ど
な
ら
ぬ
身
を
ぞ
侘
ぬ
る

（
欠
損
）

24

 

1393	�


音
を
も
ら
せ
と
な
る
べ
し
。
草
庵
の
雨
き
く
人
も
な
き
を

庵
主
の
い
へ
る
に
や
。

（
1394
）	

岩
の
か
た
ち
も
水
き
よ
き
や
ま

（
1395
）
す
む
人
の
む
か
し
し
ら
る
ゝ
庭
ふ
り
て

　

	�


波
を
と
は
川
せ
き
入
て
お
と
す
滝
津
せ
に
人
の
心
の
み
え

も
す
る
か
な
、
な
ど
思
へ
る
句
に
や
。

（
1396
）	

ほ
た
る
と
び
行
く
れ
の
す
ゞ
し
さ

（
1397
）
た
ち
い
づ
る
山
ま
つ
の
戸
に
雨
過
て

　

	

秋
深

ケ

雨
終

テ

松
堂
静

シ
ツ
カ
ナ
リ

一
点

ノ

山
蛍ケ

イ

照
ス二

寂
寥レ

ウ
ヲ一
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冬
の
発
句
の
中
に

（
1978
）
木
が
ら
し
の
庭
は
紅
葉
の
千
ぐ
さ
か
な

（
1980
）
こ
が
ら
し
に
吹
や
お
ち
ば
の
松
の
か
ぜ

　

	

こ
ま
や
か
な
る
発
句
見
所
も
お
な
じ
。

　

	

白
川
の
関
に
て

（
1981
）
こ
が
ら
し
に
お
も
ふ
み
や
こ
の
あ
を
葉
か
な

（
欠
損
）

（
極
札
）

　

 

（
表
）

　

 　

連
歌
軸　

宗
碩　
連
歌
老
葉
之
内

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
祇
庵
主
古
人　
　

一
巻
（
琴
山
・
黒
方
印
）

　

 

（
裏
）

　

 　

半
本
継
合
巻
物 

己
未
八
（
栄
・
黒
小
判
形
印
）

4　

解
題

　
『
老
葉
』
は
宗
祇
自
撰
の
句
集
で
あ
る
。
初
編
本
と
再
編
本
が
あ
り
、
初

編
本
は
句
の
み
で
注
は
な
い
。
再
編
本
の
編
集
に
つ
い
て
は
自
注
本
の
奥
書

に
、
初
編
本
の
な
か
に
宗
春
（
兼
載（

19
）

の
前
名
）
の
句
を
変
則
的
に
収
め
た
こ

（
1904
）
陰
す
ゞ
し
苔
に
ち
り
な
き
庭
の
松

（
1905
）
雨
す
ゞ
し
雲
の
あ
な
た
や
あ
き
の
月

（
欠
損
）

27

 

1947	

見
所
お
ほ
き
発
句
に
や
。

　

	

池
田
民
部
丞
許
に
て
秋
の
発
句
に

（
1948
）
み
ね
の
松
そ
め
ぬ
も
雨
の
こ
ゝ
ろ
か
な

　

	

紅
葉
の
松
の
緑
を
み
侍
る
さ
ま
に
や
。

　

	

長
尾
肥
前
守
許
に
て
時
雨
を

（
1949
）
し
ぐ
れ
よ
り
こ
ゝ
ろ
は
そ
め
ぬ
山
も
な
し

　

	

心
の
色
時
雨
よ
り
ふ
か
ゝ
ら
ん
と
や
。

（
1950
）	

　

宇
津
の
山
こ
え
侍
し
時
蔦
の
葉
の
色
こ
き
を
み
侍
て

（
1951
）
宇
津
の
山
こ
ゝ
も
た
つ
た
の
紅
葉
か
な

（
欠
損
）

28（
1976
）
色
こ
き
は
あ
ら
し
に
ち
か
き
木
葉
か
な

　

	

只
今
の
落
葉
に
や
。

（
1977
）
吹
た
び
の
か
ぜ
の
色
わ
く
お
ち
葉
か
な

　

	

お
な
じ
さ
ま
に
や
。
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の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
相
違
も
あ
る
。
た
と
え
ば
（
31
）
注
「
な
ら
ん
か
し
」

は
『
愚
句
老
葉
』
で
は
「
に
や
」、（
149
）
注
「
詠
て
け
り
な
あ
ぢ
き
な
の
み

や
」
は
『
愚
句
老
葉
』
で
は
「
な
が
め
て
け
り
な
う
ら
め
し
の
身
や
」
と
あ

る
ほ
か
で
あ
る
。
句
の
順
序
が
入
れ
違
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、（
1068
）
〜

（
1071
）
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
で
は
、（
1070
）（
1071
）（
1068
）（
1069
）
の
順
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
『
愚
句
老
葉
』
宗
長
注
（『
愚
句
』）
と
は
異
な
る
、
ソ
ウ
ル
大
宗
長

注
（
ソ
ウ
ル
大
）
四
カ
所
が
次
の
よ
う
に
見
出
せ
る
。

（
87
）�

吉
野
に
も
は
な
ぞ
の
あ
り
、
志
賀
よ
り
吉
野
の
花
を
思
や
る
な

る
べ
し
（
ソ
ウ
ル
大
）

　

	�


花
園
、
吉
野
に
も
あ
り
、
是
ハ
志
賀
の
山
こ
え
に
て
、
吉
野
も

い
か
は
か
り
と
思
ひ
や
る
心
な
り
（『
愚
句
』・
自
注
と
異
な
る
）

（
1902
）�

さ
ゝ
わ
け
し
あ
さ
の
袖
よ
り
も
な
ど
あ
り
。
あ
さ
の
袖
は
朝
の

袖
也
（
ソ
ウ
ル
大
）

　

	

笹
わ
け
し
朝
の
袖
よ
り
も
な
と
有
（『
愚
句
』・
自
注
に
同
じ
）

（
1948
）�

紅
葉
の
松
の
緑
を
み
侍
る
さ
ま
に
や
（
ソ
ウ
ル
大
）

　
	�



岑
の
松
の
ミ
と
り
た
く
ひ
な
く
面
白
け
れ
ハ
、
雨
も
心
あ
り
て

染
め
か
と
云
心
也
（『
愚
句
』・
自
注
に
同
じ
）

（
1949
）
心
の
色
時
雨
よ
り
ふ
か
ゝ
ら
ん
と
や
（
ソ
ウ
ル
大
）

　

	

時
雨
よ
り
心
ふ
か
く
染
と
云
心
也
（『
愚
句
』・
自
注
と
異
な
る
）

と
が
兼
載
の
不
満
を
招
い
た
た
め
「
あ
み
な
を
し
」
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
再
編
本
は
兼
載
の
句
を
す
べ
て
切
り
出
し
、
初
編
本
の
句
を
二
分
の
一

ほ
ど
厳
選
し
、
宗
祇
の
第
一
自
撰
句
集
『
萱
草
』
か
ら
の
再
録
句
と
近
年
の

作
と
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
。
再
編
本
に
は
無
注
本
と
加
注
本
が
あ
り
、
そ

の
加
注
本
に
自
注
本
、
宗
長
注
本
、
両
注
併
載
本
が
あ
る
。
成
立
時
期
は
、

初
編
本
が
一
四
八
一
（
文
明
十
三
）
年
、
再
編
本
が
一
四
八
五
（
文
明
十
七
）

年
と
さ
れ
る（

20
）。

　

こ
の
両
注
併
載
本
は
宗
祇
の
自
注
と
宗
長
注
と
を
句
ご
と
に
並
べ
挙
げ
る

も
の
で
、『
愚
句
老
葉
』
と
し
て
、
至
便
な
参
考
書
と
し
て
版
を
重
ね
た
。

ま
た
他
の
宗
祇
句
集
の
伝
本
が
少
な
い
の
に
対
し
、『
老
葉
』
は
伝
本
が
多

く
、
写
本
の
み
な
ら
ず
刊
本
ま
で
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
宗
祇
の
代
表
的
撰

集
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

21
）。

　

今
回
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
復
元
作
業
に
あ
た
っ
て
当
初
『
愚
句
老
葉
』
を
使

用
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
、
こ
の
最
終
形
態
と
考
え
ら
れ
る
『
愚
句
老

葉
』
と
ソ
ウ
ル
大
本
を
比
較
す
る
と
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
、『
愚
句
老
葉
』
と

同
じ
句
数
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
た
と
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
見
て
数
句

ず
つ
句
が
欠
落
し
て
い
る
（
表
3
）。
と
い
う
こ
と
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
方

が
『
愚
句
老
葉
』
よ
り
先
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、『
愚
句
老

葉
』
は
ソ
ウ
ル
大
本
以
後
、
数
句
ず
つ
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

両
者
の
相
違
に
つ
い
て
は
誤
読
、
誤
写
、
脱
字
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
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の
順
番
、
加
注
、
句
数
、
句
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と

や
、
右
に
挙
げ
た
四
カ
所
の
「
注
」、
一
カ
所
の
宗
長
注
欠
落
も
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
ソ
ウ
ル
大
本
と
蓬
左
文
庫
本
は
同
じ
系

統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
両
角
氏
に
よ
れ
ば
、
宗
長
注
本
は
、
ａ
両

注
本
の
宗
長
注
に
近
い
本
文
、
ｂ
異
同
の
多
い
本
文
、
ｃ
両
者
の
中
間
的
な

本
文
に
細
分
で
き
る
と
い
う
が
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
ａ
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
次
の
二
カ
所
に
は
、
言
葉
が
書
き
添
え
ら
れ
て

い
る
。（

496
）	す
ゝ
き
ち
る
夜
の
風
の
はさ

び
しげ

し
さ

こ
の
句
の
場
合
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
「
薄
ち
る
よ
の
風
の
は
げ
し
さ
」
と
あ

る
が
、『
愚
句
老
葉
』
で
は
「
す
ゝ
き
ち
る
夜
の
風
の
さ
び
し
さ
」
と
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
ソ
ウ
ル
大
本
（
室
町
後
期
）
の
こ
ろ
に
は
「
は
げ
し
さ
」
と

「
さ
び
し
さ
」
と
が
あ
り
、
蓬
左
文
庫
本
（
室
町
末
期
〜
江
戸
初
期
）
の
こ
ろ

に
は
「
は
げ
し
さ
」
が
使
わ
れ
、『
愚
句
老
葉
』
版
本
と
し
て
流
布
し
た
江

戸
中
期
ご
ろ
に
は
「
さ
び
し
さ
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、（

1179
）
注	�



此
二
句
、
我
心
何
も
我
し
わ
ざ
ぞ
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。

あ　
　
い
や
う
き
也

ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

し
か
し
各
注
は
言
回
し
の
相
違
で
あ
っ
て
、
意
味
内
容
の
相
違
で
は
な
い
。

　

ま
た
一
カ
所
（
529
）
に
つ
い
て
、
ソ
ウ
ル
大
本
に
は
宗
長
注
が
付
け
ら
れ

て
い
な
い
が
、『
愚
句
老
葉
』
に
は
宗
長
注
と
し
て
「
旅
ね
す
る
ゐ
な
の
湊

に
聞
ゆ
也
鹿
の
音
お
ろ
す
ミ
ね
の
松
風
」
と
あ
る
。
今
後
別
の
系
統
本
の
確

認
作
業
が
必
要
で
あ
る
。『
愚
句
老
葉
』
自
注
に
は
「
所
に
さ
ま
時
節
の
景

気
也
」
と
あ
り
、
こ
の
宗
長
注
と
は
異
な
る
。

　

次
に
、
ソ
ウ
ル
大
本
と
蓬
左
文
庫
本
を
比
較
す
る
。
ま
ず
比
較
対
象
と
し

て
蓬
左
文
庫
本
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
と
同
じ
宗
長
注
本
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
①
完
本
で
あ
る
こ
と
、
②
管
見
の
限
り
諸
本
研
究
と

し
て
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
書
体
か
ら
書
写
年
代
が
室
町
時
代
末
期

〜
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
、
室
町
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
る
ソ
ウ

ル
大
本
に
近
く
、
宗
長
注
の
初
期
形
態
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
④
蓬
左
文
庫

か
ら
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
「
伝
来
は
不
明
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
長

注
本
は
序
文
に
よ
れ
ば
、
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
三
河
国
（
現
、
愛
知

県
の
東
部
）
水
野
和
泉
守
藤
九
郎
近
守
の
求
め
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い

い
、
そ
の
土
地
に
近
い
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
②
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
両
角
倉
一（

22
）に

よ
っ
て
分
類

整
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
加
注
本
の
な
か
で
宗
長
注
本
が
最
も
多
く
、
蓬

左
文
庫
本
を
含
め
て
二
十
三
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
宗
長
注
本
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
考
察
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

両
本
を
比
較
す
る
と
、
句
数
で
は
ソ
ウ
ル
大
本
が
極
め
て
少
な
い
が
、
句
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れ
た
時
に
、
元
の
欠
損
の
ま
ま
写
さ
れ
た
と
い
え
る
。
錯
簡
以
前
に
錯
簡
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
何
か
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
場
合
も
ま
た
「
注
」
の
途
中
か
ら
写
し
て
い
る
（
句
番
号
31
・

41
・
825
・
903
）。
一
般
的
に
は
前
句
、
付
句
、
注
の
順
に
写
す
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
さ
ら
に
『
老
葉
』
加
注
本
を
広
く
収
集
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
）　

京
城
帝
国
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
紺
碧
遥
か
に
―
―
京
城

帝
国
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
京
城
帝
国
大
学
同
窓
会
、
一
九
七
四
年
）
の

五
〇
頁
に
よ
れ
ば
、「
終
戦
直
前
に
は
六
十
五
万
冊
の
収
蔵
」
を
誇
っ
た
と
い
う
。

加
藤
聖
文
・
宮
本
正
明
編
『
京
城
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
和
漢
書
書
名
目
録
』（
旧

植
民
地
図
書
館
蔵
書
目
録　

第
一
～
三
巻
）
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

（
2
）　

宗
碩
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
七
四
（
文
明
六
）
〜
一
五
三
三
（
天
文
二
）。
宗

祇
に
師
事
、
宗
長
・
肖
柏
に
兄
事
。
一
五
一
一
（
永
正
八
）
年
、
北
野
連
歌
会
所
奉
行
、

宗
匠
。

（
3
）　

宗
祇
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
二
一
（
応
永
二
十
八
）
〜
一
五
〇
二
（
文
亀
二
）。

一
四
八
八
（
長
享
二
）
年
、北
野
連
歌
会
所
奉
行
、宗
匠
。
一
四
九
五
（
明
応
四
）
年
、

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
完
成
さ
せ
る
。

（
4
）　

両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』
勉
誠
社
、
昭
和
六
十
年
、
五
七
〜
六
〇
、九
二

〜
一
二
七
頁
。
頴
原
退
蔵
「
宗
祇
の
萱
草
・
老
葉
・
下
草
」『
頴
原
退
蔵
著
作
集
』

第
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
四
年
（『
松
井
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
目
黒

書
店
、
昭
和
七
年
所
収
）。
矢
野
環
「
『老
葉
』
に
対
す
る
系
統
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

―
―
宗
祇
に
よ
る
連
歌
の
系
譜
」
中
尾
央
ほ
か
編
『
文
化
系
統
学
へ
の
招
待

―
文

化
の
進
化
パ
タ
ー
ン
を
探
る
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
。

（
1182
）	あ
ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

こ
の
注
・
句
の
場
合
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
、

　

此
二
句
、
我
が
心
何
も
我
が
し
わ
ざ
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。

　

逢
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
お
き
て

と
あ
る
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）。
こ
こ
で
は
『
愚
句
老
葉
』
を
含
め
て
考

え
て
も
残
念
な
が
ら
「

い
や
う
き
也
」
の
説
明
は
つ
か
な
い
。
し
か
し

ソ
ウ
ル
大
本
が
、「
あ
ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て
」
と
い
う

句
を
重
複
し
て
写
し
た
こ
と
は
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、（
1179
）
の
直
後
に

（
1182
）
が
続
い
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
ソ
ウ
ル
大
本
と
と
も
に
蓬
左
文
庫

本
に
も
『
愚
句
老
葉
』（
1180
）（
1181
）
の
句
は
な
い
。
さ
ら
に
『
愚
句
老
葉
』

（
1181
）
の
句
の
右
上
部
分
に
は
「
長
本
ニ
な
し
」
と
あ
る
。

　

留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
に
は
紙
継
ぎ
に
関
す
る
疑
問
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
と
え
ば
序
文
の
次
に
明
ら
か
に
「
注
」
の
終
わ
り

と
わ
か
る
部
分
を
継
い
で
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
紙
継
ぎ
は
「
注
」
か
ら

の
こ
と
が
多
く
、
二
十
枚
中
十
四
枚
は
「
注
」
か
ら
紙
継
ぎ
が
し
て
あ
る
。

そ
の
う
ち
五
枚
は
「
注
」
の
途
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
紙
継
ぎ
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
紙
に
、
番
号
が
ま
っ
た
く
異
な
る
部
分
の
連
歌
が
記
さ
れ
て

（
写
さ
れ
て
）
い
る
（
表
2 

№
7
・
8
・
9
・
12
・
19
・
21
・
22
・
23
）。
写
さ
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成
十
六
年
、
一
二
、八
六
、一
〇
六
、一
〇
八
頁
。
古
筆
三
代
了
佑
は
、
一
六
七
八
（
延

宝
六
）
年
十
月
八
日
に
七
十
二
歳
で
没
し
た
二
代
古
筆
了
栄
の
八
男
で
、
一
六
八
四

（
貞
享
元
）
年
四
月
二
十
日
、
四
十
歳
で
没
し
た
。

（
17
）　

前
掲
注
（
6
）「
愚
句
老
葉
（
版
本
）」（
翻
刻
）『
連
歌
古
注
釈
集
』
を
使
用
し

た
。

（
18
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
老
葉
集
』
二
冊
（
十
巻
）。
同
文
庫
に
よ
れ
ば
、
目
録

に
は
室
町
末
期
写
と
あ
り
、伝
来
は
不
明
と
い
う
。
序
跋
を
備
え
、巻
尾
に
逍
遥
子（
三

条
西
実
隆
・
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
の
名
が
見
出
せ
る
。
宗
長
注
本
と
し
て
は
最

も
善
本
と
い
う
（
小
西
甚
一
ほ
か
校
『
宗
祇
連
歌
集　

老
葉
』
古
典
文
庫
、
第

七
十
四
冊
、
昭
和
二
十
八
年
、
一
一
〜
一
二
頁
）。

（
19
）　

兼
載
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
五
二
（
享
徳
元
）
〜
一
五
一
〇
（
永
正
七
）。
猪

苗
代
氏
。
心
敬
に
師
事
。
一
四
九
〇
（
延
徳
二
）
年
、
宗
祇
辞
任
に
伴
い
北
野
連
歌

会
所
奉
行
、
宗
匠
に
就
任
。

（
20
）　

前
掲
注
（
4
）
両
角
倉
一
「
『再
編
老
葉
』
の
諸
本
の
性
格
」『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』

並
び
に
長
谷
川
千
尋
「
『老
葉
注
』
解
題
」
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究

室
編
『
京
都
大
学
蔵　

貴
重
連
歌
資
料
集
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
平
成
十
五
年
。

（
21
）　

前
掲
注
（
6
）「
愚
句
老
葉
（
版
本
）」
解
説
『
連
歌
古
注
釈
集
』。

（
22
）　

前
掲
注
（
4
）「
『再
編
老
葉
』
の
諸
本
の
性
格
」『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』。

参
考
図
書

伊
地
知
鉄
男
ほ
か
編
『
俳
諧
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
昭
和
三
十
二
年

尾
形
仂
ほ
か
編
『
俳
文
学
大
事
典
』
角
川
書
店
、
平
成
七
年

廣
木
一
人
編
『
連
歌
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年

木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
』
下
、
増
補
改
訂
版
、
明
治
書
院
、
平
成
五
年

（
5
）　

宗
長
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
四
八
（
文
安
五
）
〜
一
五
三
二
（
享
禄
五
）。
宗

祇
に
親
炙
、
そ
の
没
後
、
連
歌
界
に
第
一
人
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

（
6
）　
「
愚
句
老
葉
（
版
本
）」（
翻
刻
）
金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
古
注
釈
集
』（
角
川
書
店
、

昭
和
五
十
四
年
）
お
よ
び
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
第
二
十
巻
『
宗
祇
連
歌
集
』

（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
の
影
印
を
使
用
。

（
7
）　

本
資
料
に
つ
い
て
は
、「
ソ
ウ
ル
大
学
校
蔵　

宗
養
・
龍
山
両
吟
『永
禄
五
年
八

月
十
一
日　

賦
何
人
連
歌
』」
と
し
て
紹
介
す
る
予
定
。

（
8
）　

ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
9
）　
「
年
譜
」『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
十
巻
、
講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年
、
四
七
八
〜

四
七
九
頁
。

（
10
）　
『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
十
五
巻
上
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
四
十
三
年
、

一
四
〇
頁
。

（
11
）　
『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
七
巻
二
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
五
十
五
年
、

五
六
〜
八
二
頁
。

（
12
）　
『
国
文
学
攷
』
第
二
十
八
号
、
広
島
文
理
科
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
三
十
七
年
、

四
三
三
〜
四
三
六
頁
。

（
13
）　

通
堂
あ
ゆ
み
「
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
の
再
検
討
―
―
法
科
系
学
科
の
組
織
・

人
事
・
学
生
動
向
を
中
心
に
」『
史
学
雑
誌
』
第
一
一
七
編
第
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
14
）　

麻
生
磯
次
が
昭
和
二
十
年
夏
に
連
句
を
巻
い
た
こ
と
な
ど
が
逸
話
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
（
前
掲
注
（
11
）『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
七
巻
二
、六
六
〜
六
八
頁
）。

（
15
）　

大
島
俊
子
「
宗
長
年
譜
」『
女
子
大
国
文
』
第
二
十
四
号
、
京
都
女
子
大
学
国
文

学
会
、
昭
和
三
十
七
年
。
鈴
木
光
保
「
三
河
に
お
け
る
宗
長
覚
え
書
き
」『
国
語
国

文
学
論
集　

松
村
博
司
教
授
定
年
退
官
記
念
』
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会
、

一
九
七
三
年
。『
刈
谷
市
史
』
第
二
巻
近
世
、
平
成
六
年
、
三
六
〜
三
八
頁
。
松
島

周
一
「
戦
国
期
東
西
交
通
に
お
け
る
智
多
と
尾
張
」『
日
本
文
化
論
叢
』
第
十
七
号
、

愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
編
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
16
）　

村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
監
修
『
古
筆
鑑
定
必
携　

古
筆
切
と
極
札
』
淡
交
社
、
平
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附
記

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
奥
田
勲
先
生
（
聖
心
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
貴
重
な
ご
教

示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
資
料
調
査
に
つ
き
李
相
燦
先
生
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
）、安
基
澤
氏
（
ソ

ウ
ル
大
学
校
図
書
館
）、松
田
利
彦
先
生
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）、森
万
佑
子
氏
（
ソ

ウ
ル
大
学
校
・
東
京
大
学
大
学
院
）、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
協
力
課
の
ご
助
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
謝
し
ま
す
。

　

本
稿
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
「
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
研
究
」
韓
国
班
の
助
成
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




